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(2)社会科

【平成２７年度「熊本県学力調査」観点別定着率】

第１学年 第２学年

52.0% 82.8%社会的事象への関心・意欲・態度

61.6% 55.1%社会的な思考・判断・表現

67.2% 43.3%資料活用の技能

59.0% 50.8%社会的事象についての知識・理解

、 。平成２７年度の県学力調査結果から見える社会科の課題は 大きく２点あります

１点目は、基礎基本の定着が不十分であること、２点目は、資料をもとに社会的事象

の意味や特色、関連性等について考え、表現することが不十分であることです。観点

としては 「知識・理解 「思考・判断・表現」が課題です。、 」

基礎基本の確実な定着とともに、思考力・判断力・表現力の育成をめざし、授業改

善を図りましょう。

言語活動の充実をもとに、思考力・判断力・表現力の育成を図った実践の一つを以下

に紹介します。

【甲佐町立甲佐中学校の授業改善 中山 篤 教諭の実践】

［仮説１ 「生徒が主体的に学習に取り組めるように、単元の指導計画を再構築すれば］

学び合いを取り入れた授業を可能にするであろう 」。

［仮説２ 「ペア学習やグループ学習でどのように活用するかを、生徒たちが理解でき］

る状態をつくれば、一人一人の学習意欲を高めることができるであろう 」。

これらの仮説を踏まえて、次の実践が展開されました。

(1) 授業構成の特徴

この授業構成の特徴は 「学習活動を充実させ、思考力や表現力を高め、同時に基、

礎基本の定着を図ることができる 」ことです。。

生徒は「まとめ作業 ・ まとめ発表」の学習をくり返す中で自力で重要語句も確認」「

できるようになっていきました。単元の最後の時間に、学習内容の定着状況を確認す

る小テストを設けることで より一層の基礎基本の定着を図ることができました ま、 。「

とめ作業 では 班の中で どこをポイントにまとめるか この語句は必要か ど」 、 、「 」「 」「

１時間目 ： ２単位時間分の学習すべき内容をノート見開き２ページにまとめる。
「まとめ作業」と名付ける。

２時間目 ： 作成したノートをもとに、まとめた内容を解説を加えながら発表する。
「まとめの発表」と名付ける。
「２時間の授業を通して、２単位時間分の授業を終える」
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んな意味か」とやりとりがなされ、活発な言語活動を通して本時の学習の本質に迫っ

ていました。発表の際も「質問されたらどう答えるか」などを予想しながら、発表内

容の確認をする姿が見られています。

(2) 「学び合い」

右の流れで学習を進め

ると、生徒が自主的に、

効率よく活動を進めるた

めの手立てを見つけ始め

ました。グループ内での

、話し合いをリードする者

、分担された作業をする者

次回の発表に向けた準備

をする者などの役割分担

をしたり、お互いに分か

ることや必要な情報を提

供し合ったりするようになりました。また、発表活動では発表の準備や質問対策の時

間をグループで協力させることで、学び合う集団の質を高めることを心がけました。

さらに、発表時の聞き手を意識させることで、より分かりやすい発表を心がけるよう

になり、言語活動の充実も図ることができました。

(3) 授業実践

右の授業において、生徒のま

とめの発表の際には、質問が相

、 、次ぎ 想定外の質問に対しては

簡単にあきらめることなく、今

までの学習をもとに、あるいは

班員同士で協議して回答する場

面が見られました。質の高い回

答には自然に拍手が起こるなど

の学び合う集団の姿がありまし

た。教師は、生徒の活動でふれ

られなかった重要ポイントに関

してコメントを加えるなど、基

礎基本を押さえる配慮も十分に

なされていました。

【 】改善を図った指導計画

【 「 」 】公民的分野 新しい人権 の学習指導案

定着を図るため、前

時までの内容をテス

ト形式で確認する。


